
寅さん歩 その 26       

東京の主要道路の起点～終点 

外苑東通り－１ 

                    平野 武宏 

道路名の標識・経路案内標識や標識の数字・その形に興味を持った寅次郎、 

東京の主要道路を起点から終点まで道路標識を頼りに歩いて、各交差点で交差

する道路を学びたいと思い、2021年 10 月から「不忍通り」、「白山通り」、「春日

通り」、「明治通り」、「昭和通り」、「平成通り（番外編）」、「靖国通り（元 大正

通り）」、「内堀通り」、「目白通り」、「目黒通り」、「本郷通り」、「世田谷通り」、「江

戸通り」、「外堀通り」、「山手通り」、「環二通り」と歩いてきました。 

今回は「外苑東通り」を歩きます。写真上右は外苑東通り起点の道路名標識

（都道 319号線）です。外苑東通りは港区の麻布台二丁目飯倉交差点を起点に、

明治神宮外苑の東を歩いて新宿区早稲田鶴巻町の鶴巻町交差点に至る延長約 7

ｋｍの南北方向の都道です。掲載の写真は人や車の密を避けた時間帯に撮影（以

前に訪れた時のものもあり）しました。詳細を知りたい方は各道路のホームペ

ージをご覧ください。最寄駅は交通機関を利用した場合の代表駅です。 

 

バーチャルウォークの途中経過も報告します。 

 

［飯倉交差点］港区麻布台二丁目 

最寄駅 東京メトロ日比谷線 神谷町駅 

 

飯倉交差点（写真下左）で後ろを振り返ると東京タワー（写真下右）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



飯倉交差点では桜田通り（国道 1 号）が右側の神谷町・虎ノ門方面から来て、

直進して芝公園方面に向かいます。外苑東通りは飯倉交差点が起点で六本木方

面（写真上左の右奥）に向かいます。 

 

［日本経緯度原点］港区麻布台二丁目 

最寄駅 東京メトロ日比谷線 神谷町駅 

 

警戒が厳重なロシア大使館手前角の小道を左へ入ると突き当りにアフガニスタ

ン・イスラム共和国大使館（写真下左）があります。その右の広場に日本経緯

度原点（写真下右）が設置されています。説明板には「この場所には 1874年（明

治 7年）から海軍観象台が置かれ、明治 21年から内務省地理局天象台と合併し、

東京帝国大学附属東京天文台が置かれました。原点の位置は、天文観測に用い

られた機器である「子午環」の中心位置にあたります。1923年（大正 12年）に

東京天文台は三鷹に移転しましたが、子午環跡は国土地理院が日本経緯度原点

として引継ぎ、現在もわが国の地図測量の原点として利用されています。 

わが国の天文測量が始まった所として、科学技術及び文化史上意義深い場所で

す」と記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフガニスタン・イスラム共和国大使館は寅さん歩 112 江戸・東京の祭―40 

新しい祭―6 をご覧ください。 

 

外苑東通りに戻ります。ロシア大使館先の坂道入口に「狸穴坂（まみあなざか）」

の説明板がありました。「まみとは雌ダヌキ・ムササビまたはアナグマの類で、

昔その穴（まぶ）が坂下にあったという。採鉱の穴であったという説もある」と

記載。右側には外務省飯倉公館と外交史料館別館があります。寅さん歩 340 東

京の博物館めぐりー27 港区―２をご覧ください。 



［飯倉片町交差点］ 港区麻布台三丁目 

最寄駅 都営地下鉄大江戸線 六本木駅 

 

飯倉片町交差点で都道 415 号線と交差します。左へ行くと麻布十番・五反田方

面、右へ行くと溜池方面です。上は都心環状線で外苑東通りは直進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［六本木交差点］ 港区六本木五丁目 

最寄駅 都営地下鉄大江戸線 六本木駅 

 

六本木通り（都道 412 号線）と交差します。左へ行くと西麻布・渋谷方面、右

へ行くと霞が関方面です。外苑東通りは直進します。この周辺は土曜日の早朝 7

時前に歩きましたが、夜通し吞んだと思われる若者たちのお帰りのようでした。

すれ違うとお酒の匂いがプンプンしていました。女性が多いのにびっくりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［天祖神社（龍土神明宮）］ 港区六本木七丁目  

最寄駅 都営地下鉄大江戸線 六本木駅 



東京ミッドタウン手前左の小道（龍土町美術館通り）を入ると、六本木の氏神

様、港七福神の福禄寿のお社があります。1384 年（南北朝時代至徳元年）創建

といわれています。毎夜、品川沖から龍がお灯明を献じた故事から龍土神明宮

とも呼ばれます。写真下左は入口、写真下右は社殿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［東京ミッドタウン］ 港区赤坂九丁目 

最寄駅 都営地下鉄大江戸線 六本木駅 

 

江戸時代は萩藩毛利家屋敷、明治時代は陸軍の駐屯地、戦後米軍の接収を経て

陸上自衛隊・防衛庁の庁舎がありました。防衛庁が移転し、跡地が再開発され

2007年（平成 19年）3月 30日大規模複合施設 東京ミッドタウン（写真下左）

に生まれ変わりました。寅次郎の勤めていた富士フイルム本社（写真下右）も

ありますが、移転は寅次郎、退職後のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 階のフジフイルムスクエアは寅さん歩 340 東京の博物館めぐりー27港区―2

をご覧ください。 

 



［檜町公園］ 港区六本木九丁目  

最寄駅 都営地下鉄大江戸線 六本木駅 

 

東京ミッドタウン西信号を左に行くと国立新美術館、右へ行くと檜町公園（写

真下左右）です。オフィス・レストラン・ホテルの他に美術館や緑地・庭園も

東京ミッドタウンの大規模複合施設に含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［乃木坂陸橋・乃木坂］  港区赤坂七丁目       

最寄駅 東京メトロ千代田線 乃木坂駅 

 

乃木坂陸橋の下で赤坂通り（都道 413 号線）と交差します。左へトンネル（写

真下右）を越えて原宿方面、右へ行くと外堀通りに突き当たります。写真下右

は乃木坂で、乃木将軍邸があったことが坂名に由来しますが、アイドルグルー

プ誕生の地で乃木坂はすっかり有名になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［乃木神社］港区赤坂七丁目 最寄駅 東京メトロ千代田線 乃木坂駅 

 

赤坂通りの乃木坂に面した場所に乃木神社があります。写真下左は入口で隣は

乃木坂駅入口です。赤坂通りの下を有楽町線が通っています。写真下右は本社

です。大正元年 9月 13日明治天皇に殉死した乃木希典、静子命が祭神です。 

摂社の正松神社は乃木希典命の青年時代の恩師と吉田松陰が祭神です。末社は

赤坂王子稲荷神社で乃木将軍のご両親の崇敬篤く、食物其の他人間生活に必要

な物の生産を守り司る神が祭神で乃木将軍夫妻も月詣りをしていました。 

 

 

 

 

 

［乃木公園・旧乃木邸］港区赤坂七丁目  

最寄駅 東京メトロ千代田線 乃木坂駅 

 

乃木公園の正門（写真下左）は外苑東通りに面しています。日清・日露戦争を

戦った乃木希典陸軍大将(1849～1912)の旧邸宅で乃木希典の遺言により公園と

して東京市へ寄贈、大正 2年の開園です。裏門は乃木神社につながっています。

開園時間は 9時～16時、休園日は毎週木曜日、12月 29日～1月 3日です。写真

下正門は 9 時前なので閉まっていました。右脇の柵の間から撮った公園内は旧

乃木邸と馬小屋（写真下右の左側が馬小屋、右側が邸宅）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



外苑東通りは青山通り（国道 246号線）の手前で左折（写真下左）、次の突き当

りを右折（写真下右）して青山通りに出ます。 

 

 

 

 

 

[青山一丁目交差点］  港区南青山一丁目       

 最寄駅 東京メトロ銀座線 青山一丁目駅 

 

青山一丁目交差点（写真下右）で青山通り（国道 246号線）と交差します。 

左へ行くと渋谷方面、右へ行くと赤坂見附方面です。外苑東通りは直進します。 

右側の緑地は赤坂御用地です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［権田原交差点］ 港区元赤坂二丁目 

    最寄駅 ＪＲ中央線 信濃町駅 

 

権田原交差点（写真下左）で四ツ谷駅方面から来た都道 414号線と交差します。

右側の赤坂御用地はここで終わり、左側一帯が明治神宮外苑です。神宮球場、 

国立競技場、絵画館等の他、秋には銀杏並木で大勢の人で賑わう場所です。 

 



写真下左は権田原交差点、左へ行くと有名な銀杏並木（写真下右で以前の訪問

時に撮影）があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権田原交差点を左斜めに行くとオリンピック東京 2020メイン会場の国立競技場

です。権田原交差点の右角には明治記念館（写真下右）があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回はここまでとします。 

 

［バーチャルウォーク途中経過］ 

八柳修之さん作成の多くのバーチャルウォークコースがＦＷＡホームページ 

「ＹＲ・四季の道」に掲載されています。 寅次郎、現在はバーチャルウォー

ク 松尾芭蕉とあるく「奥の細道」に挑戦しています。全行程約 600里（約 2400

ｋｍの長旅なので最後までたどり着けるか心配ですが、目標があれば元気に生

きられると強がっています。 

2022年 4月 26 日、江戸深川（現在の江東区深川）を出発、2022 年 8月 25日松

島（現在の宮城県宮城郡松島町）（江戸深川から 613ｋｍ）に到着しました。 

八柳さんのコースシートには、「奥の細道」本文の評釈と俳句の注釈が掲載さ 

れています。以下は本文の評釈と俳句の注釈です。 



 そもそも、多くの先人たちの文藻（文才）に言いふるされていることではあ 

るが、松島は日本第一の絶景であって、まずは中国の洞庭・西湖に比べても 

遜色がない。 

 

「松島や 鶴に身を借れ ほととぎす」 曽良 

 

（注釈：すばらしい松島のながめ。折からほととぎす一声鳴きすぎた。 

    ほととぎすよ、この松島の絶景に対しては、お前の姿のままではふ 

    さわしくない。声はそのままに望むらくは、鶴の毛衣に身を借りて 

    鳴き過ぎよ。曽良はこんな句を作ったが、自分はというと、待望の

絶景に接して、もはや句をよむどころではなく、句作を断念して、

さて眠ろうとしても、感激のあまり眠ることができない。陸奥の歌

枕を代表する松島は、この旅における芭蕉の最大のめあての一つで

あった。「奥の細道」の中に、芭蕉が松島のあまりにも絶景に接し、

「ああ 松島や 松島や」と驚嘆したことは記されていない）  

     

    ＊曽良とは同行の弟子です。 

   

毎日の運動不足対策や事情で例会に参加できない場合はマイお散歩コースを見

つけ、その歩いた距離を累計して楽しむバーチャルウォークを始めませんか。 

ＦＷＡのＨＰ「ＹＲ・四季の道」の「バーチャルウォークコーナー」は各コー

スが紹介され、各コースシートが印刷できます。 

また「ひとり歩きコーナー」には地図付きの各コースがありますので選んで印

刷して利用ください。 

歩く際は密閉・密集・密接の密にならないよう、又それ以外の感染対策を怠ら

ないようにお願いします！ 

 

平野 寅次郎 拝 

   

 

 

 

 

 

 


